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がん情報局 新たな展開
- 7年間の活動をふりかえる -

がん情報局理事⻑
渡辺 亨

NPO法⼈ がん情報局
第７回活動報告会

2014年11⽉21⽇（⾦曜⽇）
杏雲ホール

NPO法人 がん情報局誰が

何を

誰に

どのように

医療者（医師、看護師、薬剤師、放射線技師） 研修医
介護者 学生 患者 家族 一般市民
製薬企業 マスコミ（ニュース系 教養系 バラエティ系）

カンファレンス 講義 講演 診療 書籍
市民講座 WEB 電子書籍 取材 出演

提供するかを考えて活動する

がんに関する情報
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２０１４年度 活動報告会

• 人を育てる 利己から利他への羽化

• 自らの信念 vs. 他人の評価

• 基本的な知識がわかっていない？？

• 看護師はなにもわかっていない？

国立がんセンターレジデント面接試験

試験官： なぜ、外科を志したのですか?

受験者 A

回答 手術が好きなんです。

判定 不合格

受験者 B

回答 好きな手術で多くの患者を
救いたいからです。

判定 合格

理由 利己的 理由 利他的

昔 昔の話ですが・・・
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利
他
主
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医療の
プロフェッショナリズム

医療の
プロフェッショナリズム

法律 倫理 政治 ⾏政に対する知識と感性

専⾨的知識、技術、経験の蓄積

コミュニケーション技術

Measuring Medical Professionalism
Eds by  David Thomas Stern 
Oxford University Press

利己主義から利他主義への羽化
egoism to altruism

成長の目標
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利己 ↔･ 利他

• 医療は社会保障の一分野である

• その担い手である医療者（医師、看護師、薬剤師、診

療技師・・）は利己をすて利他を目指さねばならぬ

• 自分のことで精一杯の研修医 （利己でもいいけど）

– 医師としての成長は利他への変貌

• 手前勝手な大学教授

– 利己への幼児退行

– 晩節を汚す

患者は利己でもしかたない

• 臨床試験の説明後・・・

– 病気で苦しんでいる母がなんで他人のためにくじ引き試験

に参加しなけりゃならないんだ！！

– 私はとにかくいちばんいい治療を受けたい

– 医学の進歩のためには臨床試験が必要なのはわかるが

なんで私の妻が被験者にならなきゃいけないんですか？

• Not In My Back‐Yard (NIMBY:ニンビー)
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２０１４年度 活動報告会

• 人を育てる 利己から利他への羽化

• 自らの信念 vs. 他人の評価

• 基本的な知識がわかっていない？？

• 看護師はなにもわかっていない？

自らの信念よりも他人の評価を重視する風潮

• 他人、世間がどう見ているかをまず考え行動せよ

– （製薬協 企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン）

• 李下に冠を正さず 瓜田に履を納れず

– ひとから疑いをかけられるような行いは慎むべきであるとい
うことのたとえ

10
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他人の評価よりも自らの信念を主張する教え

ある安息日に、イエスは麦畑の中をとおって行かれた。そのとき弟子たち
が、歩きながら穂をつみはじめた。すると、パリサイ人たちがイエスに言っ
た、「いったい、彼らはなぜ、安息日にしてはならぬことをするのですか」。
・・・・・・彼らに言われた、「安息日は人のためにあるもので、人が安息日
のためにあるのではない。それだから、人の子は、安息日にもまた主なの
である」。

新約聖書 マルコによる福音書2章23-28節

11

パリサイ人： ユダヤ教の律法を厳格に守る一派

２０１４年度 活動報告会

• 人を育てる 利己から利他への羽化

• 自らの信念 vs. 他人の評価

• 基本的な知識がわかっていない？？

• 看護師はなにもわかっていない？
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N Engl J Med 2012; 366(6): 520-9.

Everolimus in combination with exemestane for 
postmenopausal women with advanced breast 

cancer who are refractory to letrozole or 
anastrozole: results of the BOLERO-2 phase III trial 

J. Baselga, M. Campone, T. Sahmoud, 
M. Piccart, H. Burris, H. Rugo, S. Noguchi, M. Gnant, 

P. Mukhopadhyay, G. Hortobagyi

On behalf of the BOLERO-2 Investigators
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2 

1

エベロリムス 10 mg/day 
+

エキセメスタン 25 mg/day 
(N = 485)

プラセボ
+

エキセメスタン 25 mg/day 
(N = 239)

BOLERO-2: Trial Design

ABC: advanced breast cancer, NSAI: non steroidal aromatase inhibitors, HER2-: human epidermal growth factor receptor 2 – negative; 
PFS: progression-free survival; PK: pharmacokinetics

 層別化因子:

1. 先行内分泌療法に対する感受性

2. 内臓転移の有無

 クロスオーバーなし

Presented by J. Baselga at the 2011 European Multidisciplinary Cancer Congress (ECCO/ESMO), September 26, 2011. Abstract: 9LBA. 15

N = 724 

閉経後
ER+ HER2-

進行・再発乳がん

レトロゾール

または

アナストロゾール

に耐性

PFS
OS

ORR
Bone Markers

Safety
PK

BOLERO-2: 統計学的デザイン

• 主たるエンドポイント: progression-free survival 

– 26% risk reduction (hazard ratio = 0.74) 

– 528 events to achieve 90% power
– One interim analysis after ~60% of events (359)

– O’Brien-Fleming boundary:  P < 0.0065

– 再発は、研究者判定と中央判定（独立）

PFS crossed prespecified boundaries at interim analysis,
cut-off February 11, 2011

Presented by J. Baselga at the 2011 European Multidisciplinary Cancer Congress (ECCO/ESMO), September 26, 2011. Abstract: 9LBA.
16
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BOLERO-2 Primary Endpoint: PFS 
Local Assessment

Everolimus 485 398 294 212 144 108 75 51 34 18 8 3 3 0
Placebo 239 177 109 70 36 26 16 14 9 4 3 1 0 0

Presented by J. Baselga at the 2011 European Multidisciplinary Cancer Congress (ECCO/ESMO), September 26, 2011. Abstract: 9LBA.
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Everolimus + Exemestane (E/N=202/485)
Placebo + Exemestane (E/N=157/239)

HR = 0.43 (95% CI: 0.35–0.54)

EVE + EXE: 6.9 months
PBO + EXE: 2.8 months

Log rank P value = 1.4 x 10 -15

17

BOLERO-2 Primary Endpoint: PFS 
Central Assessment

Time (weeks)

HR = 0.36 (95% CI: 0.27–0.47)

EVE + EXE: 10.6 Months
PBO + EXE: 4.1 Months

Log rank P value = 3.3 x 10 -15
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Everolimus + Exemestane (E/N=114/485)
Placebo + Exemestane (E/N=104/239)

No. of Patients Still at Risk:
Everolimus 485 385 281 201 132 102 67 43 28 18 9 3 2 0
Placebo 239 168 94 55 33 20 11 11 6 3 3 1 0 0

Presented by J. Baselga at the 2011 European Multidisciplinary Cancer Congress (ECCO/ESMO), September 26, 2011. Abstract: 9LBA. 18
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Kaplan-Meier法による生存曲線
- 再発から死亡まで -

1.0

0.5

0
200010000

•これは何人の患者を対象としたグラフですか？

•生存は何人 死亡は何人ですか？

（再発から死亡までの日数）
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観察打ち切り症例をふくむ場合
- 再発から死亡まで -

再発
死亡
観察打ち切り

観察打ち切り症例をふくむ場合
- 再発から死亡まで -
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観察打ち切り症例をふくむ場合
- 再発から死亡まで -

観察打ち切り症例をふくむ場合
- 再発から死亡まで -
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観察打ち切り症例をふくむ場合
- 再発から死亡まで -

1/10

1/7

1/6

1/2

1/1

1/9

２０１４年度 活動報告会

• 人を育てる 利己から利他への羽化

• 自らの信念 vs. 他人の評価

• 基本的な知識がわかっていない？？

• 看護師はなにもわかっていない？
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北海道がんセンター

青森県立中央病院

青森市民病院

杏雲堂病院

東京医大八王子医療センター

大阪医科大学

相原病院

浜松オンコロジーセンター

相良病院

高知大学

宮良クリニック

たちてん参加施設

たちてん看護
‐ 全国１１施設‐

• 毎月 第二月曜日 (18:15 – 19:30)

• V−CUBE TV conference systemを使用

• ファシリテーター： 早川昌子リエゾン看護師（相原病院）

成田富美子看護師（青森県立中央病院）

• 施設、地域を超えた討論 ： 看護師は慣れていない

• 傷を舐め合わない厳しい討論： 看護師は全く慣れていない



NPO法人 がん情報局 平成26年 活動報告会 2014年11月21日

15

当院では外来化学療法に積極的にとりくんでおります。当院では外来化学療法に積極的にとりくんでおります。

看護師

いいね いいね

看護師

聴衆

当院の副作用対策をご説明します。当院の副作用対策をご説明します。

いいね いいね ❤･
聴衆

看護師
希望する患者様は緩和ケア病棟に入院していただいています。希望する患者様は緩和ケア病棟に入院していただいています。

ちょっと待ってよ！ 化学療法で入院するなんて普通 ないよ
緩和ケア病棟に入院っていったいどういうシステムなんですか！

加算はどうしているんですか？

看護師
・・・・・・・・ 聴衆

NPO法人 がん情報局誰が

何を

誰に

どのように

医療者（医師、看護師、薬剤師、放射線技師） 研修医
介護者 学生 患者 家族 一般市民
製薬企業 マスコミ（ニュース系 教養系 バラエティ系）

カンファレンス 講義 講演 診療 書籍
市民講座 WEB 電子書籍 取材 出演

提供するかを考えて活動するを今後も続けていきます

がんに関する情報
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2014 夏 十和田湖

ご静聴 ありがとうございました。ご静聴 ありがとうございました。


